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     大塚だより 
大田区立調布大塚小学校 

校長 玉野 麻衣 

〇 音楽朝会の参観について（時間８時３０分～８時４５分） 
音楽の学習の成果を毎月の音楽朝会で発表します。発表学年の保護者の方も参観可能です。詳細は下記をご
覧ください。 
・発表学年の児童一人につき、２名まで参観可能 
・事前に健康チェックシートを配布します。当日の体温を記入し、当日体育館入り口でお渡しください。 
・「学校からのお知らせ」の Google meetでも、配信予定です。通信状況が悪くなる可能性があります。ご了
承ください。 

・日常での音楽朝会の発表になるため、パイプ椅子等の用意はありません。ご不便おかけしますが、立ち見で
ご参観ください。 

・撮影は可能ですが、撮影した動画・画像のインターネット（SNS）への投稿はご遠慮ください。 
〇 音楽朝会発表学年（予定） 
・１０月３１日（月）５年生 ・１１月２８日（月）３年生 ・１２月１２日（月）４年生  
・ １月２６日（木）２年生 ・ ２月１３日（月）１年生 ・ ３月１６日（木）６年生  

１０月の生活目標 
「ものを大切にしよう」 

〇普段自分が使っている学習用具や学校で借りた

ものを大切に使っていますか。ものを大切に使う

ことは自分や友達を大切にすることにもつなが

ります。この期間にものを大切にしているかふり

返ってみましょう。 

１０月の保健目標 
「目を大切にしましょう」 

〇２学期にも視力検査を行います。めがねを持って

いる児童は忘れないようにしましょう。 

 授業中タブレットを使う際は、姿勢に気を付け画

面と目の距離を意識しましょう。 

 「タバコだー」     副校長 山﨑 省吾  

 「タバコ」とは休憩時間のことで、田舎の農家では冬季を除き午前１０時頃になると玄関の土間から

続く上がり框にお茶が運ばれます。仏間の障子を開け放した空間で車座となり、野良着姿のままの布巾

を外した笑顔からは大粒の汗が噴き出ていました。お茶を啜る音と小声の会話が時折聞こえてくる静か

な時間の中で、私は膝に載せられた手甲と両手で包む様に持つお茶碗だけをじっと見つめていました。

主な話題は天候や近隣地域のことでしたが、いつ私に矛先が向けられるかとお茶碗を握りしめながらじ

っとしていたのを覚えています。僅か１０分程の時間でしたが、今では繰返し読みたくなる会話文の少

ない本の一頁のように思い出されます。 

 読書離れが加速しているせいか、夏休み前から秋の読書週間、読書フェアについての各出版会社の取

組みについて新聞記事が目立ちました。昨年度の大田区立小学校における 1カ月の平均読書冊数は平均

12.21冊で近年増加の傾向にありますが一冊も本を読まなかった児童の割合も２％余りと昨年度より増

えたという結果が届き、読書が身に付いている児童と身に付いてない児童との差がより大きくなってい

ることが分かりました。一方、「1人 1台端末環境下における学校図書館の積極的な活用及び公立図書館

の電子書籍貸し出しサービスの連携について」という文書が文部科学省から届いています。新聞や雑

誌、そして書籍の電子版を利用している方も多いと思いますが、子どもたちの読書の仕方や図書館の役

割も変わっていきそうです。 

 私は、夏季休業中に「ドリトル先生」シリーズを読み、その後は「ハリーポッター」シリーズにも手

を伸ばしています。新聞記事を見て小学校時代を懐かしく思い出して読み始めましたが、あのスピード

感あるストーリーの展開があるからこそ長編の話の世界でものめりこんでいくのだと感じました。一

方、じっくりと挿絵も見入り、文章を味わうように読み進める本もあります。読書の「思い出」が増え 

一人一人の子どもたちが自身に合った本に多く出合えるよう、学習環境を整えていきます。 

 

 



HPアドレス https://www.ota-school.ed.jp/choufuootsuka-es/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４年生より 

４年担任       

２学期になり、子どもたち同士で話し合ったり伝え合ったりする場面で成長を感じます。例えば、社会科

「六郷用水をひらく」の学習です。４年生にとって初めての歴史に関する授業ですが、私たちの大田区に伝

わる六郷用水に関心をもっているようです。資料を見て先人の願いや思いを考え、グループで意見を交わし

ています。「相手の立場を受け入れる」「自分の意見をよりよくまとめる」ことを意識して話し合うとよいこ

とを伝えると、「そういう考え方もあるのか。」「なるほど。でも自分は○○だと思うんだよね。だって…」と、

会話のキャッチボールが上手になってきました。他にも、意見を出しづらい友達に助け舟を出してグループ

全員が話し合いに参加できる雰囲気作りをする場面も見られました。 

これからも、話し合い活動を通して、学習への理解や関心を深めていくと同時に、子どもたち同士の良好

な関係作りにつながるよう指導してまいります。 

保健室より 

養護教諭       

まだ日中は暑い日もありますが、外で活動するには気持ちの良い季節になりました。 

今回の「保健室より」からはトイレについてです。今、小学校ではほとんどが洋式トイレになりました。和

式トイレも少しだけ残っていますが、中には和式トイレの使い方がわからない児童や、「汚い」「臭い」と言

って嫌がる児童もいます。和式トイレは減少していますが、和式トイレより洋式トイレの方が優れていると

いうわけではありません。それぞれに長所・短所があります。排便姿勢から考えると、排便しやすいのは和

式と言われています。しゃがむと肛門と直腸が一直線になるため、便が出やすいと考えられています。です

が、洋式でも「考える人」のように前かがみに腰掛けたりすることでしゃがんでいる状態に近づけることが

できます。排泄はとても大切で恥ずかしいことではありません。学校でも我慢することがないようにしてほ

しいと思います。 

運動会の見どころ 

運動会委員長       

運動会も間近に迫り、各学年の練習も大詰めを迎えています。昨年度同様、全学年、短距離走と表現を行

います。短距離走では、体育の授業で学習したことを生かし、一人一人がこれまでで一番の走りができるこ

とを目指します。表現では、個々で技を磨き、学年全員で合わせて表現することの美しさを意識して取り組

んでいます。当日は、各学年がそれぞれに練習の成果を発揮してくれるはずです。今年も児童、保護者や地

域の方が校庭に一斉に集まって行うことが難しいため、初の試みとして、運動会を２日間（児童鑑賞日、保

護者鑑賞日）に分けて行います。また、児童鑑賞日には、縦割り班による競技も行います。他の学年の演技

を見たり、共に活動したりする中で、子どもたちにとって自他を称え、互いに絆を深め合えるような、素敵

な行事になることを願っています。運動会が、子どもたちにとってよい思い出、成長の場となるよう、引き

続きご協力お願いします。 

 


